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島根県文化財保護審議会（会長・町田章奈良文化財研究所長）は、１０月３０日に「恵比
須神社」を県指定文化財に選定しました。
恵比須神社は大永６年（１５２６）に、筑前国（現在の福岡県）那賀郡芦屋浦の住人の神

託によって建立されたと伝えられています。大永６年とは、神谷寿禎が石見銀山を発見
した年にあたり、恵比須神社と石見銀山との関連が推定されます。
本殿の主要部材はクスノキです。クスノキを柱などの主要部分に用いた中世の社寺建

築は、和歌山県、瀬戸内海沿岸地域や九州各地に多く見られますが、日本海沿岸地域で
は大変珍しい建築物となります。
恵比須神社は県内でも、中世に溯ることのできる数少ない遺構の１つです。その伝承

や使用材料から九州や瀬戸内海沿岸との中世からの結びつきを推測させるものであり、
沖泊や温泉津の歴史を考える上で重要な文化財です。
県指定文化財は現在３４６件で、恵比須神社は年内にも３４７件目（うち建造物の有形文化

財は２８件目）として正式決定される予定です。
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恵比須神社（温泉津・沖泊）が県指定文化財に！



－１－

平
成
十
四
年
度
通
常
総
会

は
、
去
る
、
八
月
二
十
九
日

会
館
「
仁
万
屋
」
に
お
い

て
、
会
員
多
数
出
席
の
も
と

に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
来
賓
に
は
、
石
見
大

田
税
務
署
城
署
長
他
多
数
を

お
迎
え
し
て
盛
会
に
開
催
さ

れ
た
。

的
場
会
長
の
事
業
活
動
の

ご
協
力
に
対
し
て
の
お
礼
等

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
っ

て
い
っ
た
。

一
号
議
案
、
平
成
十
三
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
承
認
の
件

二
号
議
案
、
平
成
十
四
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
案
承
認
の
件

三
号
議
案
、
常
任
理
事
変

更
の
件
、
常
任
理
事
原
田
忠

芳
氏
に
変
わ
り
石
見
銀
山
農

業
�
廣
山
勝
秀
氏
が
選
任
さ

れ
た
。
以
上
の
議
案
に
つ
き

審
議
を
行
い
、
全
議
案
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
説
明
会
に
入

り
、
ま
ず
税
務
署
よ
り
、
税

制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
受

け
た
。

総
会
終
了
後
の
記
念
講
演

で
は
、
読
売
テ
レ
ビ
解
説
委

員
の
辛
坊
氏
を
講
師
に
迎

え
、
テ
レ
ビ
報
道
等
に
つ
い

て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度

通
常
総
会
開
催

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
１．会 費 6,415,000 6,500,000 △ 85,000 会費
１）一 般 会 費 6,200,000 6,300,000 △100,000
２）青年部会費 215,000 200,000 15,000
２．事業費補助金 4,314,000 3,700,000 614,000 全・県法連助成金
３．事 業 収 入 180,000 180,000 0 広告料収入
４．雑 収 入 93,053 187,634 △ 94,581 預金利息等
当期収入合計� 11,002,053 10,567,634 434,419
前期繰越収支差額 4,827,947 4,232,366 595,581
収 入 合 計 � 15,830,000 14,800,000 1,030,000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
１．事 業 費 5,500,000 5,460,000 40,000
研修・講習会等費 3,500,000 3,500,000 0 ゼミナール・講習会
会 報 発 行 費 650,000 650,000 0 会報発行
女性会活動費 300,000 300,000 0 婦人部事業費
青年部活動費 1,050,000 1,010,000 40,000 青年部事業費
２．会 議 費 1,600,000 1,500,000 100,000
総 会 費 600,000 500,000 100,000 総会費
役 員 会 費 400,000 400,000 0 役員会費
委 員 会 費 600,000 600,000 0 委員会開催費
３．管 理 費 4,240,000 4,245,000 △ 5,000
人 件 費 2,500,000 2,500,000 0 人件費
事 務 局 費 600,000 500,000 100,000 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 200,000 0 慶弔費
旅 費 300,000 300,000 0 出張旅費
負 担 金 550,000 650,000 △100,000 県法連、税団協
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 10,000 15,000 △ 5,000 雑費
４．積 立 金 500,000 500,000 0
記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
５．予 備 費 3,990,000 3,095,000 895,000
当期支出合計� 15,830,000 14,800,000 1,030,000
当期収支差額�－� △4,827,947 △4,232,366 △595,581
次期繰越収支差額�－� 0 0 0

平成１４年度（第１５期）収支予算書（案）
自　平成１４年７月１日
至　平成１５年６月３０日収入の部

支出の部

平成１３年度（第１４期）収支決算書
自　平成１３年７月１日
至　平成１４年６月３０日収入の部

支出の部

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
１．会 費 6,500,000 6,395,000 △ 105,000
１）一 般 会 費 6,300,000 6,180,000 △ 120,000
２）青年部会費 200,000 215,000 15,000 @5,000円
２．事業費補助金 3,700,000 4,710,380 1,010,380 全・県法連助成
３．社会貢献補助金 0 300,000 300,000 社会貢献助成
４．事 業 収 入 180,000 170,000 △ 10,000 広告料収入
５．雑 収 入 187,634 132,449 △ 55,185 預金利息他
当期収入合計� 10,567,634 11,707,829 1,140,195
前期繰越収支差額 4,232,366 4,232,366 0 前年度繰越
収 入 合 計 � 14,800,000 15,940,195 1,140,195

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
１．事 業 費 5,460,000 5,001,971 △ 458,029
研修・講習会等費 3,500,000 3,209,133 △ 290,867 ゼミナール・講習会
社会貢献活動費 0 340,925 340,925 傘・傘立て寄贈
会 報 発 行 費 650,000 549,450 △ 100,550 会報発行
女性会活動費 300,000 211,451 △ 88,549 婦人部事業費
青年部活動費 1,010,000 691,012 △ 318,988 青年部事業費
２．会 議 費 1,500,000 1,536,866 36,866
総 会 費 500,000 543,896 43,896 総会費
役 員 会 費 400,000 367,430 △ 32,570 役員会費
委 員 会 費 600,000 625,540 25,540 委員会開催費
３．管 理 費 4,245,000 4,073,411 △ 171,589
人 件 費 2,500,000 2,500,000 0 人件費
事 務 局 費 500,000 537,871 37,871 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 191,500 △ 8,500 慶弔費
旅 費 300,000 241,840 △ 58,160 出張旅費
負 担 金 650,000 513,400 △ 136,600 県法連、税団協等
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 15,000 8,800 △ 6,200 雑費
４．積 立 金 500,000 500,000 0
記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
５．予 備 費 3,095,000 0 △3,095,000
当期支出合計� 14,800,000 11,112,248 △3,687,752
当期収支差額�－� △4,232,366 595,581 4,827,947
次期繰越収支差額�－� 0 4,827,947 4,827,947
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組
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連
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平平成成十十四四年年度度

納税功労者表彰式

竹
腰
和
夫
氏
国
税
庁
長
官
表
彰

森

璋
氏
国
税
局
長
表
彰

邇
摩
郡
温
泉
津
町

井
田
イ
九
四
五
ー
二

森
　
　
　
璋
氏
（
６９
才
）

・
石
見
大
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
副
会
長

・
�
石
見
大
田
法
人
会
常
任

理
事

広
島
国
税
局
長
表
彰

国
税
庁
長
官
表
彰



石
見
大
田
税
務
署
に
お
け

る
平
成
十
四
年
度
納
税
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
併

せ
て
去
る
十
月
三
十
日
に
東

京
都
に
お
け
る
、
石
見
大
田

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長

竹
腰
和
夫
氏
の
国
税
庁
長
官

表
彰
が
、
ま
た
、
十
一
月
一

日
広
島
市
に
お
け
る
、
同
副

会
長
森

璋
氏
の
広
島
国

税
局
長
表
彰
が

披
露
さ
れ
ま
し

た
。恒

例
の
「
税

を
知
る
週
間
」

行
事
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
去

る
十
一
月
十
三

日
、
大
田
商
工

会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
、
五
名
の

方
々
が
石
見
大

田
税
務
署
長
表

彰
状
、
感
謝
状

を
、
ま
た
、
間

接
税
申
告
納
税

制
度
四
十
周
年

を
記
念
し
て
、

こ
の
制
度
の
普

及
に
尽
力
さ
れ

た
お
二
人
が
感

謝
状
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
大
田
市

長
、
仁
摩
町
長
、
温
泉
津
町

長
、
川
本
総
務
事
務
所
長
を

始
め
と
し
て
、
各
種
団
体
代

表
の
方
々
を
ご
来
賓
と
し
て

お
迎
え
し
、
厳
粛
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

今
中
総
務
課
長
の
司
会
進

行
の
も
と
、
国
民
の
義
務
で

あ
る
納
税
の
意
義
と
責
任
を

深
く
認
識
し
、
永
年
に
わ
た

る
そ
の
実
践
と
団
体
に
お
け

る
役
員
活
動
に
敬
意
と
感
謝

を
表
し
て
、
城
章
芳
石
見
大

田
税
務
署
長
か
ら
表
彰
状
が

的
場
章
好
氏
（
島
根
中
央
信

用
金
庫
理
事
長
）、
小
川
良

知
氏
（
�
小
川
商
店
社
長
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
曽
田
和
男
氏
（
�
曽
田
石

油
社
長
）
、
波
多
志
朗
氏

（
波
多
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

�
社
長
）、
森
山
登
美
子
氏

に
税
務
署
長
感
謝
状
が
、
ま

た
今
年
で
間
接
税
申
告
納
税

制
度
施
行
四
十
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
そ
の
推

進
と
石
見
大
田
間
税
会
の
運

－３－

大
田
市
大
田
町

大
田
イ
四
三
二
ー
一

的
場
　
章
好
氏
（
６４
才
）

・
�
石
見
大
田
法
人
会
会
長

邇
摩
郡
温
泉
津
町

温
泉
津
ロ
六
五

小
川
　
良
知
氏
（
５５
才
）

・
�
石
見
大
田
法
人
会
副
会
長

・
石
見
大
田
間
税
会
理
事

税
務
署
長
表
彰
状

営
に
尽
力
さ
れ
た
瀬
戸
朗
氏

（
�
せ
と
社
長
）、
沖
和
真
氏

（
大
田
商
工
会
議
所
）
に
税

務
署
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

城
石
見
大
田
税
務
署
長
の

式
辞
に
続
い
て
、
ご
来
賓
を

代
表
し
て
川
本
総
務
事
務
所

長
、
寺
戸
隆
文
大
田
商
工
会

議
所
会
頭
、
竹
下
績
中
国
税

理
士
会
石
見
大
田
支
部
長
の

各
氏
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

受
賞
者
の
方
々
の
功
績
を
称

え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
的
場
章
好
氏
よ
り
受
賞
の

喜
び
と
税
務
行
政
へ
の
協
力

の
決
意
を
表
明
さ
れ
る
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
受
賞
者
、
ご

来
賓
、
主
催
者
一
同
の
記
念

撮
影
後
、
式
典
を
厳
粛
に
終

了
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
会
一
同
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。



－４－

大
田
市
三
瓶
町

志
学
ロ
三
五
〇
ー
一

曽
田
　
和
男
氏
（
７０
才
）

・
石
見
大
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
監
事

大
田
市
大
田
町

大
田
ロ
五
六
三
ー
一
〇

森
山
登
美
子
氏
（
７０
才
）

・
大
田
市
青
色
申
告
会
女
性

部
副
部
長

大
田
市
久
利
町

久
利
四
〇
一
ー
二

沖
　
　
和
真
氏
（
３６
才
）

・
石
見
大
田
間
税
会
事
務
局

大
田
市
大
田
町

大
田
イ
一
七
二
ー
二

瀬
戸
　
　
朗
氏
（
６８
才
）

・
石
見
大
田
間
税
会
理
事

大
田
市
大
田
町

大
田
ハ
二
六
五
ー
二

波
多
　
志
朗
氏
（
６９
才
）

・
石
見
大
田
法
人
会
理
事

・
石
見
大
田
間
税
会
理
事

税
務
署
長
感
謝
状

間
接
税
申
告
納
税
制
度

施
行
四
十
周
年
記
念
税
務
署
長
感
謝
状



－５－

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
で

は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
開
始
す
る
事
業
年
度
よ

り
新
し
い
会
計
基
準
が
設
定

さ
れ
、
ま
た
、
税
務
上
で
は
、

続
く
平
成
十
二
年
度
の
税
制

改
正
に
よ
っ
て
、
従
前
の
繰

延
資
産
か
ら
減
価
償
却
資
産

に
変
更
さ
れ
、
そ
の
資
産
性

が
法
制
面
か
ら
明
確
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
会
社
に

と
っ
て
は
、
重
大
な
改
正
で

あ
る
た
め
、
そ
の
問
題
点
を

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、
他
の

減
価
償
却
資
産
と
同
様
に
取

り
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
は
、
取
得
価
額
、

そ
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

性
質
上
、
そ
の
取
得
時
期
と

償
却
開
始
の
時
期
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

一
、
取
得
価
額

�
購
入
し
た
場
合

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合

計
額イ

、
そ
の
資
産
の
購
入

の
代
価
（
そ
の
購
入

の
た
め
に
要
し
た
費

用
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
費
用
の
額

を
加
算
し
た
金
額
）

ロ
、
そ
の
資
産
を
事
業

の
用
に
供
す
る
た
め

に
直
接
要
し
た
費
用

の
額

�
自
己
の
建
設
、
製
作
又

は
製
造（
建
設
等
）に
係
る

も
の次

に
掲
げ
る
金
額
の
合

計
額イ

、
そ
の
資
産
の
建
設

等
の
た
め
に
要
し
た

原
材
料
費
、
労
務
費

及
び
経
費
の
額

ロ
、
そ
の
資
産
を
事
業

の
用
に
供
す
る
た
め

に
直
接
要
し
た
費
用

の
額

�
（
以
下
省
略
）

こ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

る
た
め
、
他
者
か
ら
購
入
し

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
、

そ
の
導
入
に
当
た
っ
て
必
要

と
さ
れ
る
設
定
作
業
及
び
自

社
の
仕
様
に
合
わ
せ
る
た
め

に
行
う
付
随
的
な
修
正
作
業

等
の
費
用
の
額
は
、
そ
の
取

得
価
額
に
算
入
さ
れ
る
。

た
だ
、
自
己
の
製
作
に
係

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
原
価
計
算
に
基

づ
き
算
定
す
る
こ
と
と
な
る

の
で
、
原
価
の
集
計
、
配
賦

等
に
つ
き
、
合
理
的
な
「
社

内
基
準
」
の
作
定
が
要
求
さ

れ
る
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
仕
損
じ

に
係
る
費
用
等
一
定
の
費
用

の
額
は
、
取
得
価
額
に
算
入

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
資
本
的
支
出

法
人
が
、
そ
の
有
す
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
き
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
修
正
等
を
行
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
修
正
等

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
能
上

の
障
害
の
除
去
、
現
状
の
効

用
の
維
持
等
に
該
当
す
る
と

き
は
そ
の
修
正
等
に
要
し
た

費
用
は
、
修
繕
費
に
該
当

し
、
新
た
な
機
能
の
追
加
、

向
上
等
に
該
当
す
る
と
き
は

そ
の
修
正
等
に
費
し
た
費
用

は
、
資
本
的
支
出
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
る
。

三
、
取
得
時
期
等

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
性
質
上
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
、
設
定
、

調
整
作
業
、
実
際
の
実
行
環

境
に
お
け
る
最
終
的
な
テ
ス

ト
運
用
を
経
て
、
さ
ら
に
、

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
上
で
、

本
番
稼
働
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
踏
む
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
請
負
に
よ
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
契
約
上
の
引

渡
し
又
は
検
収
基
準
で
、
少

な
く
と
も
取
得
日
は
、
明
確

で
す
が
、
自
社
利
用
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
自
社
開
発
の
場

合
、
本
番
稼
働
前
で
は
、
建

設
仮
勘
定
に
計
上
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
償
却
開
始

の
時
期
も
「
社
内
基
準
」
に

基
づ
く
、
作
業
報
告
書
、
最

終
テ
ス
ト
報
告
書
等
に
よ
っ

て
日
付
の
確
認
を
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

四
、
償
却
期
間

�
複
写
し
て
販
売
す
る
た

め
の
も
の
…
…
…
三
年

�
そ
の
他
…
…
…
…
五
年

以
上
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

関
し
て
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
減
価
償
却
資
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
従
前
の
次
の
規

定
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

�
　
少
額
の
減
価
償
却
資

産
の
取
得
価
額
の
損
金

算
入

�
　
一
括
償
却
資
産
の
損

金
算
入（

桃
木
税
理
士
）

ミミミミ
ニニニニ
税税税税
務務務務
ココココ
ーーーー
ナナナナ
ーーーー

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は「
減
価
償
却
資
産
」！！
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去
る
七
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

倉
敷
税
務
署
か
ら
石
見
大
田
税
務
署

に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
今
中
で

ご
ざ
い
ま
す
。
大
田
市
は
も
と
よ
り
、

島
根
県
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、

前
任
の
兼
森
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

前
任
地
の
倉
敷
も
、
石
見
銀
山
と

同
じ
く
江
戸
時
代
に
は
「
天
領
」
と

さ
れ
た
土
地
で
し
て
、
ま
さ
に
「
天

領
」
の
町
か
ら
「
天
領
」
ゆ
か
り
の

町
へ
の
異
動
と
い
う
こ
と
で
、
大
田

と
い
う
土
地
に
何
か
し
ら
ご
縁
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
着
任
し
て
か
ら
既

に
五
か
月
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ

の
間
、
署
の
一
大
行
事
で
あ
り
ま
す

「
税
を
知
る
週
間
」
行
事
も
、
法
人
会

の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
無
事
終
了

で
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

�
石
見
大
田
法
人
会
は
、
発
足
以

来
四
十
七
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中

で
、
会
員
増
強
に
努
め
ら
れ
な
が
ら
、

女
性
部
の
結
成
、
社
団
法
人
化
、
青

年
部
の
結
成
な
ど
組
織
面
、
財
政
面

に
お
い
て
充
実
を
図
ら
れ
、
ま
た
、

地
域
社
会
貢
献
運
動
な
ど
事
業
活
動

も
活
発
に
実
施
さ
れ
て
い
る
名
実
と

も
に
整
っ
た
会
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
先
般
実
施
さ
れ
ま
し

た
「
ク
イ
ズ
お
も
し
ろ
税
ミ
ナ
ー
ル
」

の
大
盛
会
に
も
象
徴
さ
れ
て
お
り
、

大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、

的
場
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
熱
意
と
実
行
力
に
対

し
、
改
め
て
敬
服
す
る
次
第
で
す
。

私
ど
も
署
員
一
同
も
、
信
頼
さ
れ

る
税
務
行
政
の
確
立
に
向
け
て
微
力

を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
か

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
�
石
見
大
田
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方

の
ご
繁
栄
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
夏
、
七
月
の
人
事
異
動
に
よ
り

着
任
い
た
し
ま
し
た
上
橋
と
申
し
ま

す
。
前
任
の
三
宅
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

税
務
行
政
に
対
し
格
別
の
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人
会
は
、

昭
和
六
十
三
年
の
社
団
化
以
来
、
会

員
の
増
強
等
の
組
織
面
、
財
政
面
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
委
員

会
や
女
性
部
・
青
年
部
を
中
心
と
し

た
事
業
活
動
を
活
発
に
実
施
さ
れ
、

魅
力
あ
る
法
人
会
作
り
に
精
励
さ
れ

て
い
ま
す
こ
と
は
、
大
変
心
強
く
感

じ
ま
す
。
特
に
、
先
般
の
税
を
知
る

週
間
行
事
で
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
的
場
会

長
を
は
じ
め
役
員
、
会
員
の
皆
様
方

の
ひ
た
む
き
な
御
熱
意
と
卓
越
し
た

実
行
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

微
力
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
信

頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
に
向
け

て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
る
所
存
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
な
お
一
層
の
御
理
解
と
御

支
援
・
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
、
社
団
法
人
石
見
大
田
法

人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

皆
様
方
の
御
繁
栄
と
御
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
見
大
田
税
務
署
人
事
異
動
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

総務課長
今　中　　実

統括国税調査官
上　橋　　渡
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豊
臣
秀
吉
は
天
文
五
年
丙

申
年
一
月
一
日
生
ま
れ
、
足

軽
か
ら
最
高
の
天
下
人
に
ま

で
な
っ
た
人
間
で
す
が
、
彼

が
行
っ
た
政
策
の
中
で
有
名

な
も
の
は
「
刀
狩
り
」
と

「
検
地
」
で
す
。

刀
狩
り
は
、
農
民
や
僧
侶

か
ら
刀
や
槍
、
弓
な
ど
の
武

器
を
供
出
さ
せ
、
京
都
方
広

寺
の
大
仏
鋳
造
の
際
に
必
要

な
釘
や
か
す
が
い
に
充
て
る

た
め
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

検
地
は
世
に
「
太
閤
検
地
」

と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、

天
正
十
年
（
一
五
八
二
年
）

か
ら
慶
長
三
年
（
一
五
九
八

年
）
ま
で
の
十
六
年
間
に
全

国
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

検
地
は
、
耕
作
地
の
面
積

と
耕
作
者
を
特
定
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
、

面
積
を
測
る
た
め
基
準
を
統

一
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
町
反

畝
歩
制
と
い
う
も
の
で
、
一

反
は
十
畝
、
一
畝
は
三
十
歩

で
あ
り
、
方
六
尺
三
寸
（
約

一
坪
）
を
一
歩
と
定
め
た
の

で
し
た
。

そ
し
て
、
検
地
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
年
貢
を
逃
れ
て
い

た
隠
田
や
新
開
の
田
畑
は
す

べ
て
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
、

脱
税
は
で
き
な
く
な
っ
た
の

で
す
、
ま
た
、
耕
作
者
を
同

様
に
検
地
帳
に
登
録
し
た
こ

と
か
ら
、
耕
作
者
で
あ
る
農

民
が
直
接
年
貢
を
納
め
る
こ

と
と
し
、
地
主
の
中
間
搾
取

を
排
除
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

秀
吉
の
時
代
と
民
主
的
な

租
税
制
度
を
持
つ
現
代
と
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
所
得
の
正
確
な
把
握
が

課
税
の
前
提
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
い
つ
の
世
も
変
わ
り

は
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

全
国
統
一
実
施
の

太
閤
検
地

急
所
の
一
撃
で
、

白
の
弱
点
を
つ
く

黒
先
白
死

解
答
は
三
十
四
頁

室
脇
光
介
氏
（
専
務
理

事
）
は
、
こ
の
十
一
月
地
方

自
治
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功

績
に
よ
り
、
勲
四
等
瑞
宝
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

室
脇
氏
は
京
都
工
芸
繊
維

大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
三
十

三
年
島
根
県
蚕
業
試
験
場
へ

入
所
、
そ
の
後
島
根
県
農
林

部
蚕
糸
課
技
師
と
し
て
養
蚕

の
普
及
と
技
術
指
導
に
ご
努

力
さ
れ
、
そ
の
実
績
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
は
浜
田
総
務

事
務
所
長
、
平
成
三
年
か
ら

島
根
県
東
京
事
務
所
長
と
し

て
、
島
根
県
政
発
展
に
多
大

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
島
根
県
を
退
職

さ
れ
、
同
年
島
根
県
観
光
開

発
公
社
事
務
理
事
、
平
成
八

年
七
月
よ
り
大
田
商
工
会
議

所
事
務
理
事
、
同
年
八
月
�

石
見
大
田
法
人
会
専
務
理
事

と
し
て
就
任
、
厳
し
い
経
済

状
況
が
続
く
中
、
地
域
中
小

企
業
の
発
展
を
図
る
た
め
先

頭
に
立
っ
て
現
在
活
躍
中
で

あ
り
ま
す
。
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全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る

「
税
を
知
る
週
間
」。
石
見
大

田
法
人
会
は
、
今
年
も
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
、「
ク
イ
ズ
お

も
し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
」
を
十

一
月
十
九
日
、
会
館
仁
万
屋

に
於
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

納
税
意
識
の
向
上
、
納
税
知

識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
六
十
二
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ク
イ
ズ
お
も
し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
」
も
今
年
で
十
六

回
目
と
な
り
、
大
田
市
、
邇

摩
郡
の
職
場
、
団
体
、
組
合

か
ら
参
加
さ
れ
た
十
六
チ
ー

ム
計
四
十
八
名
の
皆
さ
ん
も

毎
年
力
を
つ
け
て
参
加
さ
れ

る
方
が
増
え
頼
も
し
い
限
り

で
す
。
最
初
に
的
場
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
竹
原
事
業
委
員

長
の
主
旨
説
明
、
柳
沢
事
務

局
長
の
ル
ー
ル
説
明
の
あ
と

競
技
は
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
一
問
目

「
税
を
知
る
週
間
」
の
期

間
と
し
て
正
し
い
の
は
、
ど

れ
で
し
ょ
う

�
十
一
月
一
日
〜
十
一
月

七
日
、
�
十
一
月
十
一
日
〜

十
一
月
十
七
日
、
�
十
一
月

十
八
日
〜
十
一
月
二
十
四
日

正
解
は
�
番
な
の
で
す

が
、
解
答
者
の
答
え
は
バ
ラ

バ
ラ
。
税
務
署
の
職
員
の
方

も
こ
れ
に
は
少
々
驚
き
の
表

情
が
…
解
答
者
の
額
に
も
不

安
な
色
が
見
え
隠
れ
す
る

中
、
こ
こ
で
司
会
者
の
齊
藤

寛
さ
ん
、「
�
番
の
札
が
多

い
で
す
ね
え
」
さ
ら
に
大
き

な
声
で
、「
�
番
の
札
が
多

い
で
す
ね
」
と
助
け
舟
を
出

し
、
全
員
�
番
で
大
正
解
！
、

名
司
会
者
の
齊
藤
さ
ん
の
お

陰
で
解
答
者
の
皆
さ
ん
の
緊

張
も
ほ
ぐ
れ
な
ご
や
か
な
ふ

ん
い
き
で
ゲ
ー
ム
が
進
行
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
の
審
査
員
の
皆
様
。

�
石
見
大
田
税
務
署
長

城
　
　
章
芳
　
氏

�
大
田
市
収
入
役

清
水
　
幸
男
　
氏

�
大
田
商
工
会
議
所
会
頭

寺
戸
　
隆
文
　
氏

�
税
理
士
会
支
部
長

竹
下
　
　
績
　
氏

�
あ
す
て
ら
す
館
長

下
森
　
華
子
さ
ん

�
第
十
五
回
税
金
博
士

寺
戸
　
由
美
さ
ん

一
回
戦
は
第
四
試
合
あ
り

問
題
は
計
十
二
問
で
す
。
残

念
な
が
ら
全
員
満
点
で
二
回

戦
へ
の
進
出
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
解
答
者
の
皆

さ
ん
の
知
識
の
豊
富
さ
に
は

毎
年
頭
が
下
が
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
二
回
戦
の
始
ま

り
で
す
。
第
四
試
合
で
計
十

二
問
の
問
題
は
さ
ら
に
中
身

が
濃
い
も
の
と
な
り
、
な
か

な
か
の
難
問
も
出
題
さ
れ
ま

す
。記

述
問
題
で
は
、『
譲
渡

所
得
』
に
つ
い
て
説
明
を
し

て
下
さ
い
。
と
普
段
私
達
の

生
活
に
密
着
し
た
問
題
が
、

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
迷
解
答

者
出
現
で
す
。

「
今
年
こ
そ
今
年
こ
そ
は

と
思
い
つ
つ
山
が
当
た
ら

ぬ

ミ
ナ
ー
ル
」

�税

�税

�税

税金博士に島根中央信用金庫 
曽田道生  さん 

団体優勝は田平労務管理事務所に輝く 
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「
来
年
も
き
っ
と
く
る
か

ら
ご
め
ん
な
さ
い
。
も
っ
と

勉
強

ミ
ナ
ー
ル
」
ウ
イ
ッ

ト
に
富
ん
だ
解
答
に
、
審
査

員
の
皆
様
も
拍
手
か
っ
さ

い
。
終
始
、
楽
し
い
ふ
ん
い

き
に
包
ま
れ
た
中
、
全
部
の

ゲ
ー
ム
が
終
了
と
な
り
ま
し

た
。い

よ
い
よ
成
績
発
表
で

す
。
団
体
優
勝
は
、
田
平
労

務
管
理
事
務
所
チ
ー
ム
が
優

勝
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
の
部
の
成
績

優
　
勝田

平
労
務
管
理
事
務
所

準
優
勝島

根
中
央
信
用
金
庫

三
　
位東

和
建
設
チ
ー
ム

四
　
位ス

ズ
キ
ソ
リ
オ

五
　
位サ

ン
キ
事
務
所

六
　
位島

根
建
材
公
社

七
　
位が

ん
ば
る
ま
ん
ず

ア
ク
サ
チ
ー
ム

た
ま
る
く
ん
ト
リ
オ

十
　
位チ

ー
ム
Ｙ
Ｅ
Ｇ

十
一
位島

根
大
田
Ｊ
Ｃ
チ
ー
ム

十
二
位花

の
四
十
代

十
三
位ご

う
ぎ
ん
大
田
支
店

大
田
商
工
会
議
所
女
性
会

十
五
位Ｊ

Ａ
石
見
銀
山

十
六
位ド

リ
ー
ム
２１

個
人
戦
で
は
、
同
点
が
四

人
と
な
り
大
接
戦
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
は

優
　
勝

曽
田
　
道
生
さ
ん

（
島
根
中
央
信
用
金
庫
）

準
優
勝

中
田
加
代
子
さ
ん

（
田
平
労
務
管
理
事
務
所
）

三
　
位

田
中
　
厚
江
さ
ん

（
田
平
労
務
管
理
事
務
所
）

今
年
の
税
金
博
士
は
、
島

根
中
央
信
用
金
庫
の
曽
田
道

生
さ
ん
に
輝
き
ま
し
た
。
接

戦
を
勝
ち
抜
き
誉
え
あ
る
優

勝
を
勝
ち
と
ら
れ
た
、
田
平

労
務
管
理
事
務
所
の
皆
さ
ん

及
び
、
曽
田
道
生
さ
ん
に
は

改
め
て
拍
手
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら

税
の
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

と
企
画
さ
れ
た
「
ク
イ
ズ
お

も
し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
」
激
戦

の
中
に
も
笑
い
あ
り
、
楽
し

く
過
ご
し
た
半
日
で
し
た
。

毎
年
多
才
な
顔
ぶ
れ
で
実
施

さ
れ
る
ク
イ
ズ
お
も
し
ろ

ミ
ナ
ー
ル
。
来
年
あ
な
た
の

出
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

今
年
度
の
問
題
か
ら
一
題
。

問
題
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り

国
民
健
康
保
険
料
の
中
に
、

介
護
保
険
料
が
「
介
護
分
」

と
し
て
含
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
は
こ
の
国
民

健
康
保
険
料
の
中
に
介
護
分

が
合
わ
せ
て
算
定
さ
れ
る
の

は
、
何
歳
か
ら
何
歳
ま
で
で

し
ょ
う
か
。
�
二
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
�
四
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
ま
で
�
六
十
五

歳
か
ら
ず
っ
と

（
正
解
�
）

�税

�税

�税



東
部
会
場

水
明
館

十
一
月
十
一
日

石
見
大
田
税
務
署

城
署
長

上
橋
統
括
官

渡
部
上
席
調
査
官

税
理
士
会

中
島
税
理
士

川
上
税
理
士

西
部
会
場

小
鐵
屋

十
一
月
十
二
日

石
見
大
田
税
務
署

城
署
長

上
橋
統
括
官

渡
部
上
席
調
査
官

税
理
士
会

橘
税
理
士

桃
木
税
理
士
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税
を
知
る
週
間
行
事

自
11
月
11
日
〜
至
11
月
17
日

＝
地
区
別
ミ
ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝

本
年
も
「
税
を
知
る
週
間

行
事
」
と
し
て
「
地
区
別
ミ

ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
東

部
、
西
部
の
二
会
場
に
分
け

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
と

な
っ
て
い
る
ク
イ
ズ
方
式
の

問
題
で
は
女
性
の
パ
ワ
ー
と

活
躍
に
大
い
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
笑
い
と
歓
声
の
と
び

か
う
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

東
部
会
場
│
│
│
│

西
部
会
場
│
│
│
│

東
部
会
場
で
は
柳
沢
事
務

局
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ

れ
、
的
場
会
長
、
城
税
務
署

長
の
ご
紹
介
に
つ
づ
き
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。つ

づ
い
て
渡
部
上
席
調
査

官
か
ら
税
制
改
正
の
概
要
説

明
と
タ
イ
ト
ル
「
会
社
役
員

を
め
ぐ
る
法
務
と
税
務
」
の

ビ
デ
オ
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
恒
例
に
な
っ
て
い

る
税
知
識
を
高
め
る
ゲ
ー
ム

形
式
の
設
問
が
、
柳
沢
事
務

局
長
の
な
ぞ
か
け
ム
ー
ド
の

司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
設

問
内
容
も
会
社
の
税
務
上
、

相
続
に
係
る
こ
と
等
が
出
題

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者

か
ら
の
質
問
も
あ
り
、
都

度
、
税
務
署
員
の
方
か
ら
わ

か
り
易
い
説
明
が
あ
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、

熱
心
に
、
又
楽
し
み
な
が
ら

の
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

西
部
会
場
も
、
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
ゲ
ー
ム
も
進
行

し
ま
し
た
が
、
優
勝
決
定
戦

で
は
三
名
の
戦
い
と
な
り
ま

し
た
が
、
質
問
の
答
が
三
者

偶
然
に
同
じ
で
正
解
に
な
っ

た
り
、
皆
は
ず
れ
た
り
と
か

で
な
か
な
か
決
着
が
付
か

ず
、
十
回
戦
に
わ
た
る
決
勝

の
為
、
用
意
し
た
問
題
が
足

ら
ず
、
急
遽
昨
年
の
問
題
を

数
問
出
す
と
い
っ
た
笑
い
の

あ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
。

尚
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
女
性
受
賞
者
が
多
い

の
が
今
年
の
印
象
で
す
。

三
　
位

�
島
根
建
材
公
社

寺
戸
由
美
さ
ん

準
優
勝

サ
ン
ベ
電
気
工
事
�

安
達
　
晶
　
氏

優
　
勝

�
ダ
ス
キ
ン
大
田

竹
下
友
子
さ
ん

三
　
位

�
前
谷
工
務
店

前
谷
千
歳
さ
ん

準
優
勝

�
植
田
工
務
所

植
田
静
子
さ
ん

優
　
勝

�
小
川
商
店

小
川
朱
美
さ
ん
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当
社
は
、
宿
直
料
日

直
料
を
社
員
に
支
払
っ

て
い
ま
す
が
、
一
回
の
宿
直

料
日
直
料
に
つ
い
て
支
給
さ

れ
る
金
額
の
う
ち
課
税
さ
れ

な
い
金
額
は
、
い
く
ら
ま
で

で
し
ょ
う
か
。

宿
直
料
日
直
料
は
、

原
則
と
し
て
給
与
所
得

に
な
り
ま
す
が
、
一
回
に
支

給
さ
れ
る
金
額
の
う
ち
四
千

円
（
宿
直
又
は
日
直
を
す
る

こ
と
に
よ
る
食
事
が
あ
る
場

合
は
四
千
円
か
ら
食
事
の
価

額
を
差
引
い
た
残
額
）
ま
で

の
も
の
に
つ
い
て
は
課
税
に

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
次
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
金

額
が
課
税
と
な
り
ま
す
。

一
、
休
日
又
は
夜
間
の
留
守

番
だ
け
の
た
め
雇
用
さ
れ

た
人
及
び
勤
務
す
る
場
所

に
居
住
し
、
休
日
又
は
夜

間
の
留
守
番
を
行
う
も
の

と
し
て
雇
用
さ
れ
た
人
に

そ
の
留
守
番
し
た
こ
と
に

つ
い
て
支
給
さ
れ
る
宿
直

料
日
直
料
は
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
宿
直
日
直
の
勤
務
を
そ

の
人
の
通
常
の
勤
務
時
間

内
に
行
っ
た
人
、
及
び
こ

れ
ら
の
勤
務
し
た
こ
と
に

よ
り
代
日
休
暇
が
与
え
ら

れ
る
人
に
支
給
さ
れ
る
宿

直
日
直
料
は
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
宿
直
日
直
を
す
る
人
の

通
常
の
給
与
の
額
に
比
例

し
た
金
額
、
又
は
そ
の
給

与
に
比
例
し
た
金
額
に
近

似
す
る
よ
う
に
そ
の
給
与

の
額
の
階
級
区
分
に
応
じ

定
め
ら
れ
た
金
額
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
宿
直
日
直
料

（
そ
の
宿
直
日
直
料
が
、

給
料
の
額
に
比
例
し
た
金

額
と
そ
れ
以
外
の
合
計
額

に
よ
り
支
給
さ
れ
る
時
は

そ
の
比
例
し
た
部
分
の
金

額
）
は
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

注
一
、
宿
直
日
直
と
は
一
般

的
に
休
日
又
は
夜
間
の

留
守
番
と
し
て
の
勤
務

を
い
い
ま
す
の
で
正
規

の
時
間
直
後
の
二
〜
三

時
間
行
う
電
話
当
番
等

に
対
し
支
払
わ
れ
た
金

額
は
給
与
所
得
と
し
て

課
税
と
な
り
ま
す
。

注
二
、
同
一
人
が
宿
直
と
日

直
と
を
引
き
続
い
て

行
っ
た
場
合
、
通
常
の

宿
直
又
は
日
直
に
相
当

す
る
勤
務
時
間
を
経
過

す
る
ご
と
に
宿
直
又
は

日
直
を
一
回
行
っ
た
も

の
と
さ
れ
ま
す
。

会
社
は
夜
間
の
勤
務

者
に
食
事
代
を
支
払
っ

て
い
ま
す
が
こ
れ
は
課
税
と

な
り
ま
す
か
。

深
夜
勤
務
者
（
正
規

の
勤
務
時
間
に
す
る
勤

務
の
一
部
又
は
全
部
を
午
後

十
時
か
ら
翌
日
午
前
五
時
ま

で
に
行
う
人
）
に
夜
食
の
提

供
が
で
き
な
い
た
め
現
物
に

か
え
通
常
の
給
与
に
加
算
し

て
支
給
す
る
夜
食
代
で
、
そ

の
支
給
額
が
勤
務
一
回
に
つ

き
、
三
百
円
以
下
の
も
の
は

課
税
と
な
り
ま
せ
ん
。

当
社
は
使
用
人
に
対

し
交
際
費
、
接
待
費
と

し
て
金
品
を
支
給
し
て
い
ま

す
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

か
。

原
則
と
し
て
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
が
、
使

用
者
の
業
務
の
た
め
に
使
用

す
べ
き
も
の
と
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に

使
用
し
た
こ
と
の
事
績
が
明

ら
か
な
も
の
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

注
、
役
員
等
に
対
し
毎
月
定

額
の
交
際
費
等
を
支
給
し

精
算
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の

業
務
の
た
め
に
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い

場
合
は
課
税
と
な
り
ま

す
。

当
社
は
非
常
勤
役

員
の
出
勤
の
た
め
旅
費

を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ

は
課
税
と
な
り
ま
す
か
。

給
与
所
得
者
で
常

に
出
勤
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
次
に
掲
げ
る
よ
う
な

人
に
対
し
、
そ
の
勤
務
す
る

場
所
に
出
勤
す
る
た
め
に
要

し
た
人
に
対
し
、
そ
の
勤
務

す
る
場
所
に
出
勤
す
る
た
め

に
必
要
な
運
賃
、
宿
泊
料
を

支
給
す
る
も
の
で
社
会
通
念

上
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場

合
に
は
そ
の
出
勤
の
た
め
直

接
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
部
分
に
つ
い
て
は
課
税
と

な
り
ま
せ
ん
。

注
、
国
、
地
方
団
体
の
議

員
、
委
員
、
顧
問
又
は
参

与
。
会
社
そ
の
他
の
団
体

の
役
員
、
顧
問
、
相
談
役

又
は
参
与
。（柿

田
税
理
士
）

答 問

答 問

答 問

答 問

非
課
税
給
与
等
に
つ
い
て
の

取
扱
に
つ
い
て



九
月
二
十
一
・
二
十
二
日

の
両
日
、
仁
摩
町
で
は
本
因

坊
道
策
名
人
没
後
三
百
年
記

念
事
業
が
「
仁
摩
町
の
囲
碁

を
盛
ん
に
す
る
会
」
な
ど
の

主
催
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
因
坊
道
策
名
人
に
つ
い

て
は
す
で
に
こ
の
欄
で
も
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
簡
単

に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
四
世
本
因
坊
道
策
名
人

は
今
か
ら
三
百
年
前
の
元
禄

の
頃
に
活
躍
し
た
不
出
世
の

碁
聖
と
畏
敬
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。
道
策
は
正
保
二
年

（
一
六
四
五
年
）
仁
摩
町
馬

路
の
山
崎
家
に
誕
生
し
ま
し

た
。
幼
名
を
三
次
郎
と
言
い

ま
す
。
現
在
道
策
の
打
っ
た

碁
の
棋
譜
（
記
録
）
が
百
五

十
三
局
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
先
番
（
黒
を
も
っ
て
）

で
敗
れ
た
碁
は
一
局
も
な

く
、
古
今
東
西
、
黒
を
も
っ

て
負
け
た
こ
と
が
な
い
人
な

ど
道
策
以
外
に
は
存
在
し
ま

せ
ん
し
、
ま
た
ポ
カ
（
う
っ

か
り
）
の
手
が
生
涯
を
通
じ

て
二
手
し
か
な
い
な
ど
ま
さ

に
神
技
と
し
か
い
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
内
外
に
敵
な

く
、
十
三
段
の
実
力
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
も
プ
ロ
・
ア
マ
を
問

わ
ず
多
く
の
愛
棋
家
に
尊
敬

さ
れ
、
そ
の
棋
譜
が
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。「
仁
摩
町
の

囲
碁
を
盛
ん
に
す
る
会
」
で

は
郷
土
が
う
ん
だ
こ
の
よ
う

な
偉
大
な
先
人
を
顕
彰
し
、

遺
徳
を
偲
び
、
功
績
を
称
え

た
く
記
念
事
業
を
計
画
し
ま

し
た
。
何
分
小
さ
な
町
で
、

経
済
状
況
も
厳
し
い
中
、
手

作
り
で
も
き
ら
り
と
光
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
も

の
だ
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
六
月
に
日
韓

共
催
で
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
行
わ
れ
る
な
ど
日
韓
友
好

交
流
年
と
し
て
多
く
の
親
善

事
業
が
両
国
の
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で

私
た
ち
は
、
今
世
界
で
も
っ

と
も
碁
界
が
充
実
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
韓
国
の
ア
マ

チ
ュ
ア
と
親
善
親
睦
対
局
を

計
画
し
ま
し
た
。
日
韓
親
善

ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
対
局
を
記

念
事
業
の
中
心
に
二
日
間
の

記
念
大
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
大
会
の
事
業
と
し
て
二

十
一
日
は
日
本
棋
院
か
ら
プ

ロ
棋
士
で
も
も
っ
と
も
道
策

研
究
に
造
詣
が
深
く
著
書
も

あ
る
酒
井
猛
九
段
、
福
井
正

明
八
段
を
お
招
き
し
、
講
演

を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
二
方
の
大
盤
を
使
っ

て
の
道
策
の
棋
譜
の
解
説
は

ち
ょ
っ
と
専
門
的
で
し
た
が

分
か
り
や
す
く
道
策
名
人
の

素
晴
ら
し
さ
を
解
説
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
出
雲
、

大
田
、
江
津
、
も
ち
ろ
ん
邇

摩
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
子
供
囲
碁
教
室
を
福
井
正

明
八
段
、
中
村
邦
子
初
段
に

行
な
っ
て
い
た
だ
き
三
十
名

近
く
の
参
加
を
え
て
行
な
い

ま
し
た
。

－１２－

第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業
第四世本因坊道策名人
没後三百年 記念事業



い
よ
い
よ
二
十
二
日
、
日

韓
親
善
囲
碁
交
流
を
行
な

い
、
ま
た
会
場
の
「
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
で
は
記

念
囲
碁
大
会
を
行
な
い
ま
し

た
。こ

こ
で
、
日
韓
親
善
囲
碁

交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
仁
摩
町
の
囲
碁
を
盛
ん

に
す
る
会
」
で
は
「
日
韓
親

善
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
対
局
」

を
企
画
し
ま
し
た
の
で
早

速
、
以
前
よ
り
日
韓
親
善
に

ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

渡
辺
常
弘
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
島

根
県
と
交
流
の
あ
る
韓
国
、

慶
尚
北
道
と
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
囲
碁
対
局
を
計
画
し
、
島

根
県
の
国
際
課
を
通
じ
て
打

診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
ぐ
に
「
お
受
け
す
る
」
と

の
返
事
を
頂
き
具
体
化
し
て

い
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
で
す
の
で
島
根

県
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
打
ち

手
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
く
日
本
棋
院
島
根
支
部

の
方
へ
協
力
要
請
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
何
度
も
島

根
県
代
表
に
な
ら
れ
た
こ
と

の
あ
る
林
勉
ア
マ
六
段
、
福

代
茂
ア
マ
六
段
、
城
市
幸
雄

ア
マ
六
段
、
地
元
大
田
邇
摩

地
区
か
ら
三
代
章
稔
ア
マ
六

段
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
韓
国
側
か
ら
は
韓

国
棋
院
大
邸
支
部
よ
り
次
の

四
名
の
方
を
推
薦
頂
き
ま
し

た
。
李
在
允
（
イ
ジ
ェ
ユ
ン
）

ア
マ
五
段
、
梁
鉉
模
（
ヤ
ン

ヒ
ョ
ン
モ
）
ア
マ
六
段
、
徐

舜
周
（
ソ
ス
ン
ジ
ュ
）
ア
マ

七
段
、
朴
永
鎮
（
パ
ク
ヨ
ン

ジ
ン
）
ア
マ
七
段
で
す
。
徐

舜
周
（
ソ
ス
ン
ジ
ュ
）
ア
マ

七
段
、
朴
永
鎮
（
パ
ク
ヨ
ン

ジ
ン
）
ア
マ
七
段
の
お
二
方

は
い
ず
れ
も
韓
国
で
の
全
国

大
会
に
何
度
も
優
勝
経
験
の

あ
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
マ

チ
ュ
ア
棋
士
で
す
。

い
よ
い
よ
、
九
月
二
十
二

日
、
本
因
坊
道
策
名
人
没
後

－１３－

三
百
年
記
念
大

会
が
九
時
よ
り
、

来
賓
と
し
て
島
根

県
江
口
副
知
事
、

道
策
生
家
の
当
主

山
崎
尚
志
氏
を
お

招
き
し
開
会
式
が

行
わ
れ
、
会
場
の

農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
は
プ

ロ
に
よ
る
指
導

碁
、
大
会
参
加
者

に
よ
る
記
念
囲
碁

大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
方
中
央

公
民
館
で
は
島
根

県
代
表
と
の
日
韓

親
善
囲
碁
対
局

を
団
体
戦
方
式
で

行
な
い
ま
し
た
。

結
果
は
韓
国
側
の

一
勝
一
分
と
い
う

こ
と
で
韓
国
側
が

勝
利
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。

午
後
二
時
よ
り

両
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
同
士
、
朴

�朴永鎮アマ七段対
福代茂アマ六段の
公開対局

公開対局を解説する酒井猛九段�



永
鎮
（
パ
ク
ヨ
ン
ジ
ン
）
ア

マ
七
段
対
福
代
茂
ア
マ
六
段

と
の
公
開
対
局
を
酒
井
猛
九

段
の
解
説
、
中
村
邦
子
初
段

の
聞
き
手
で
行
い
福
代
茂
ア

マ
六
段
は
本
来
の
力
が
出
せ

ず
途
中
投
了
と
な
り
ま
し

た
。

こ
の
親
善
囲

碁
交
流
の
中
で

団
長
の
李
在
允

（
イ
ジ
ェ
ユ
ン
）

さ
ん
は
挨
拶
の

中
で
「
囲
碁
の

世
界
で
最
強
と

い
わ
れ
る
道
策

名
人
の
生
誕
の

地
に
招
か
れ
た

こ
と
」
「
先
般

の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
韓

国
チ
ー
ム
ヘ
の

日
本
国
民
の
盛

大
な
応
援
」
に

つ
い
て
の
感
激

と
感
謝
を
強
調

さ
れ
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
日

韓
親
善
へ
の
強

い
決
意
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま

た
、
全
国
大
会

で
何
度
も
優
勝
の
経
験
を
持

ち
、
ア
マ
チ
ュ
ア
七
段
と
韓

国
最
高
の
段
位
所
持
者
で
あ

り
、
今
回
も
優
勝
の
朴
永
鎮

（
パ
ク
ヨ
ン
ジ
ン
）
さ
ん
は
、

韓
国
の
小
・
中
学
生
の
囲
碁

に
対
す
る
熱
意
と
実
力
、
韓

国
の
囲
碁
ブ
ー
ム
と
囲
碁
人

口
の
増
加
に
つ
い
て
、
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

囲
碁
の
強
さ
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
韓
国
の
代
表
の
方

と
接
し
て
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
自
分
の
国
に
誇
り
を
持

ち
、
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、
相
手
に
対
す
る
心
遣
い

を
忘
れ
ず
、
礼
儀
正
し
く
、

挨
拶
や
立
ち
居
振
る
舞
い
も

毅
然
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

で
し
た
。
言
葉
も
充
分
に
通

じ
な
い
方
と
の
対
戦
に
緊
張

さ
れ
て
い
た
島
根
県
の
代
表

の
方
々
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け

ら
れ
、
ま
さ
に
手
談
の
一
時

と
い
っ
た
和
や
か
な
一
時
で

あ
り
そ
の
対
局
を
最
後
ま
で

観
戦
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
、

江
口
副
知
事
と
佐
藤
元
出
納

長
の
満
足
そ
う
な
表
情
や
親

善
対
局
が
終
わ
っ
て
か
ら
対

局
者
同
士
が
再
会
を
約
し
て

握
手
さ
れ
る
姿
を
見
て
こ
の

企
画
を
し
て
良
か
っ
た
と
つ

く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
記
念
事
業
の

中
で
も
う
一
つ
ご
紹
介
し
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
時
代
と
い
わ
れ
情
報

通
信
が
非
常
に
普
及
し
て
い

る
中
、
仁
摩
町
で
は
有
線
放

送
電
話
を
使
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ヘ
接
続
で
き
る
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
信

環
境
を
使
い
、
仁
摩
町
で

「
仁
摩
町
鳴
り
砂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
通
称
Ｎ
Ｎ
Ｎ
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

で
公
開
対
局
の
模
様
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
ラ
イ
ブ

中
継
を
し
た
こ
と
で
す
。
あ

ま
り
宣
伝
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
存
知
の
な
い
方
々

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が

二
時
間
足
ら
ず
の
時
間
で
約

四
百
名
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
韓
国
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
項
い
た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ま
さ

に
情
報
発
信
は
東
京
か
ら
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
世
界
中
に
私
た

ち
が
情
報
発
信
を
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
だ
け
に
た
よ
ら
ず

我
々
か
ら
積
極
的
に
情
報
提

供
を
し
て
い
く
時
代
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
い
た
「
本
因
坊

道
策
名
人
没
後
三
百
年
記
念

事
業
」
を
企
画
運
営
で
き
た

こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
喜
び

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
快
く
ご
指
導

い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－１４－

�
日
韓
親
善
囲
碁
対
局



－１５－

�
売
上
除
外

海
運
業
を
営
む
Ａ
社

は
、
運
航
収
入
の
一
部
を

公
表
外
の
個
人
預
金
口
座

に
振
込
ま
せ
、
五
期
で
三

千
七
百
万
円
の
法
人
所
得

を
除
外
し
て
い
た
。

�
架
空
仕
入

物
品
賃
貸
業
を
営
む
Ｂ

社
は
、
関
係
会
社
に
納
品

さ
れ
て
い
る
商
品
の
代
金

を
、
仕
入
先
か
ら
の
請
求

書
を
改
ざ
ん
さ
せ
自
社
の

仕
入
代
金
に
仮
装
し
、
二

千
万
円
の
法
人
所
得
を
除

外
し
て
い
た
。

�
利
益
操
作

病
院
を
経
営
す
る
医
療

法
人
Ｃ
社
は
、
仕
入
先
に

虚
偽
の
日
付
の
請
求
書
を

作
成
さ
せ
薬
品
仕
入
を
繰

上
計
上
し
た
り
、
納
入
し

た
事
実
の
な
い
機
械
に
つ

い
て
事
業
の
用
に
供
し
た

と
し
て
減
価
償
却
費
を
架

空
計
上
し
、
一
億
七
千
百

万
円
の
法
人
所
得
を
除
外

し
て
い
た
。

�
簿
外
資
産
の
取
得

土
木
建
設
業
を
営
む
Ｄ

社
は
、
機
械
工
具
の
購
入

に
関
し
、
請
求
書
を
書
き

換
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

消
耗
品
費
と
し
た
り
、
代

表
者
個
人
の
所
有
し
て
い

る
ア
パ
ー
ト
解
体
費
用
を

法
人
所
有
の
建
物
の
解
体

工
事
費
用
と
し
損
金
経
理

し
、
七
千
四
百
万
円
の
法

人
所
得
を
除
外
し
て
い

た
。

�
産
業
用
機
械
製
造
を
営
む

Ｅ
社
は
、
雑
給
の
支
払
い

を
後
日
注
文
請
書
を
発
行

さ
せ
、
外
注
費
科
目
に
計

上
し
課
税
仕
入
と
し
て
い

た
。

�
衣
料
品
の
製
造
販
売
業
を

営
む
Ｆ
社
は
、
同
族
子
会

社
に
対
す
る
不
良
債
権
を

整
理
す
る
た
め
、
貸
倒
損

失
を
計
上
し
て
い
る
が
、

同
族
子
会
社
に
対
す
る
損

失
補
て
ん
を
仕
入
税
額
控

除
の
対
象
と
し
て
い
た
。

�
運
送
業
を
営
む
Ｇ
社
は
、

土
地
の
売
却
の
た
め
課
税

売
上
割
合
が
九
十
五
％
未

満
と
な
っ
て
い
る
が
、
仕

入
税
額
控
除
の
調
整
を
行

わ
ず
全
額
を
仕
入
税
額
控

除
と
し
て
い
た
。

消
費
税
関
係

法
人
税
関
係

非
違
事
例
（
広
島
国
税
局
管
内
）

―
法
人
税
調
査
に
お
け
る
非
違
事
例
―

�
電
気
機
器
の
組
立
を
営
む

Ｈ
社
は
、
パ
ー
ト
従
業
員

の
給
与
課
税
を
免
れ
る
目

的
で
、
パ
ー
ト
従
業
員
の

親
族
や
法
人
に
以
前
働
い

て
い
た
者
の
名
前
を
使

い
、
給
与
分
散
を
行
っ
て

い
た
。

�
運
送
業
を
営
む
Ｉ
社
は
、

従
業
員
か
ら
依
頼
さ
れ
、

給
与
を
外
注
費
に
仮
装
す

る
こ
と
で
給
与
に
対
す
る

課
税
を
免
れ
て
い
た
。

源
泉
所
得
税
関
係

「
小
町
娘
」
と
い
え
ば

そ
の
昔
、
若
い
美
人
の
代

名
詞
で
し
た
が
、
そ
の

「
小
町
娘
」
が
、
町
中
に

あ
ふ
れ
て
い
た
ら
、
男
性

は
老
若
を
問
わ
ず
毎
日
が

天
国
の
日
々
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
…
。

平
安
時
代
、
あ
る
戸
籍

を
調
べ
る
と
男
性
五
人
に

対
し
て
女
性
が
十
七
人
に

も
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

実
は
、
こ
の
戸
籍
に
は

か
ら
く
り
が
あ
り
、
当
時

の
税
金
は
、
女
性
と
老
人

に
は
か
か
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い

う
わ
け
で
、
男
性
五
人
の

う
ち
老
人
が
二
人
、
つ
ま

り
、
残
り
の
三
人
し
か
課

税
対
象
が
い
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
の
た
め
、
当
時
の
政

府
は
、
こ
の
よ
う
な
不
正

確
な
課
税
制
度
を
廃
止
し

て
、
土
地
に
課
税
す
る
地

租
に
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

不
正
確
は
困
り
ま
す



－１６－

平
成
五
年
三
月
一
日
に
大

田
市
農
業
協
同
組
合
、
温
泉

津
町
農
業
協
同
組
合
、
仁
摩

町
農
業
協
同
組
合
の
三
Ｊ
Ａ

の
合
併
に
よ
り
生
ま
れ
ま
し

た
当
Ｊ
Ａ
も
、
ま
も
な
く
合

併
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
組
合
員
、

役
職
員
に
と
り
ま
し
て
大
き

な
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
当

Ｊ
Ａ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

一
時
は
、
東
ア
ジ
ア
有
数

の
銀
鉱
山
と
し
て
、
日
本
は

も
と
よ
り
世
界
に
名
を
馳
せ

た
石
見
銀
山
が
管
内
に
あ

り
、
往
時
を
し
の
ば
せ
る
遺

跡
も
多
く
あ
り
ま
す
。

三
つ
の
Ｊ
Ａ
が
合
併
し

て
、
新
た
な
Ｊ
Ａ
と
な
る
と

き
、
歴
史
的
に
も
最
も
影
響

を
受
け
た
こ
の
地
域
の
Ｊ
Ａ

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
由
来

を
受
け
て
、
石
見
銀
山
農
業

協
同
組
合
と
し
ま
し
た
。

地
域
振
興
の
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、

農
業
協
同
組
合
と
し
て
皆
様

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
は
、
大
田

市
・
邇
摩
郡
を
管
内
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
特
産

品
と
し
て
は
、
第
一
に
米
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
五
年

の
記
録
的
な
冷
夏
に
よ
る
凶

作
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
米
、

し
か
も
地
元
産
の
安
全
で
お

い
し
い
米
の
提
供
に
努
力
し

企
業
訪
問

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山

（
石
見
銀
山
農
業
協
同
組
合
）

代
表
理
事
組
合
長

廣

山

勝

秀

〈
概
要
〉

設

立：

平
成
五
年
三
月
一
日

所

在

地：

島
根
県
大
田
市
長
久
町
ロ
二
六
五
番
地
一
四

組
合
員
総
数：

一
四
、
五
六
一
名

出

資

金：

九
五
四
、
九
〇
七
千
円

役

員：

二
十
七
名
（
理
事
二
十
一
名
・
監
事
六
名
）

職

員：

二
百
四
十
三
名

（
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
役
員
は

平
成
十
四
年
六
月
二
十
五
日
改
選
後
）

事
業
種
目：

営
農
指
導
事
業
、
販
売
事
業
、
高
齢
者
福

祉
・
相
談
事
業
、
信
用
事
業
、
共
済
事
業
、

経
済
事
業

http://ginzan.ja-shim
ane.gr.jp/

由

来

特

産

品



た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
で
は
、「
ふ
る
さ
と
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
」（
特
別
栽
培

米
）
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
紫
の
も
み
殻
が

特
徴
で
、
古
く
よ
り
お
供
え

物
に
用
い
ら
れ
て
き
た
あ
か

穂
米
で
つ
く
っ
た
「
あ
か
穂

も
ち
」、
管
内
ゆ
ず
酢
を
原

－１７－

料
と
す
る
「
姫
酢
」

（
ポ
ン
酢
）、
さ
ら
に

は
、
石
見
銀
山
和
牛

や
キ
ャ
ベ
ツ
、
と
よ

の
か
イ
チ
ゴ
、
ブ
ド

ウ
や
メ
ロ
ン
な
ど
、

地
産
地
消
の
考
え
方

に
基
づ
い
て
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

自
然
を
相
手
に
す
る
農
業

は
、
我
々
に
恵
み
を
も
た
ら

す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
と
し

て
そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
今
の
輸
入
農
産
物
や

流
通
問
題
、
そ
し
て
、
後
継

者
や
耕
作
地
、
生
産
調
整
の

問
題
な
ど
、
課
題
は
多
く
、

か
つ
解
決
に
は
相
当
の
努
力

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

農
業
環
境

特別栽培米
「ふるさと米コシヒカリ」 キャベツ

あか穂と三瓶山

ぶどう 石見銀山
和牛



か
し
、
人
間
に
は
必
ず
食
料

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
食
料

の
質
を
問
わ
れ
る
時
代
に
来

て
い
ま
す
。
高
度
成
長
期
以

降
便
利
さ
の
あ
ま
り
失
わ
れ

た
健
康
を
脅
か
す
食
生
活
に

よ
る
人
間
形
成
、
子
供
の
成

長
に
係
わ
る
食
料
の
役
割
な

ど
、
現
代
に
病
む
ア
ト
ピ
ー

や
ガ
ン
に
ど
れ
だ
け
の
影
響

が
あ
る
の
か
測
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
農
業
に
そ
の

原
点
を
見
出
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
四
月
よ
り
、

散
在
し
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
七
つ
の
拠
点
支
所

に
集
約
し
、
積
極
的
に
事
業

利
用
を
提
案
す
る
方
式
に
転

換
し
ま
し
た
。
地
域
社
会
へ

の
一
層
の
貢
献
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
即
効
性
の
あ
る

も
の
で
な
い
だ
け
に
、
率
直

な
ご
批
判
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
利
用
者
あ
っ
て
の

農
業
協
同
組
合
を
再
認
識
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
躍
進
と

な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

農
畜
産
物
生
産
を
指
導
す

る
指
導
事
業
、
農
畜
産
物
販

－１８－

地

域

へ

事

業

は



売
を
行
う
販
売
事
業
、
農
畜

産
物
生
産
を
資
材
面
で
支
援

し
、
ま
た
、
地
域
の
生
活
全

般
に
貢
献
す
る
経
済
事
業
、

貯
金
・
融
資
業
務
を
柱
と
す

る
信
用
事
業
、
加
入
者
の
保

障
を
提
供
す
る
共
済
事
業
、

そ
の
他
、
高
齢
者
福
祉
事
業

や
旅
行
事
業
、
葬
儀
事
業
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

石
見
銀
山
の
名
称
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
組
織
で
あ
る

こ
と
へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
と
し
て
の

使
命
と
と
も
に
、
二
百
五
十

名
を
超
え
る
人
々
（
職
員
）

の
集
団
と
し
て
、
取
り
扱
い

事
業
以
外
に
も
地
域
へ
の
貢

献
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
主
催
や
祭

り
へ
の
参
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
施
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
、「
環
境
適
応
業
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

刻
々
と
変
化
す
る
経
済
情
勢

や
消
費
者
動
向
、
技
術
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
や

情
報
処
理
な
ど
、
絶
え
ず
利

用
者
サ
イ
ド
に
立
っ
た
変
化

を
継
続
す
る
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
果
た
す
べ
き
使

命
を
考
え
な
が
ら
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

合
併
十
周
年

を
迎
え
る
平
成
十
四
年
三

月
、
さ
ら
に
平
成
十
五
年
五

月
に
は
、
本
所
事
務
所
を
新

築
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

－１９－

社
会
的
貢
献

未

来

へ

新本所事務所予想図



去
る
十
月
十
三
日
、
大
阪

市
中
央
区
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
於
て
、
関
西
在

住
の
温
泉
津
町
出
身
者
が
集

う
「
第
七
回
、
温
泉
津
町
ふ

る
さ
と
会
関
西
親
睦
会
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
だ
ち
、
別
室
に

て
温
泉
津
町
の
日
野
助
役
よ

り
町
の
情
勢
報
告
が
あ
っ
た

後
、
前
回
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
湯
里
出
身
の
直
木

賞
作
家
の
難
波
利
三
先
生
よ

り
の
講
演
が
あ
り
、
ふ
る
さ

と
温
泉
津
へ
の
想
い
な
ど
の

お
話
が
あ
り
皆
様
方
も
熱
心

に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
午
前
十
一
時
よ
り

い
よ
い
よ
親
睦
会
が
開
会
さ

れ
、
松
内
幸
雄
会
長
（
神
戸

市
在
住
）
よ
り
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
続
い
て
温
泉
津
町

商
工
会
の
森
　
会
長
（
温
泉

津
町
石
見
神
楽
振
興
会
会

長
）
よ
り
関
西
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
温
泉
津
町
出
身
の

方
々
に
当
日
参
加
し
た
石
見

神
楽
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て

へ
の
協
力
依
頼
や
ふ
る
さ
と

会
の
方
々
へ
の
想
い
を
込
め

た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
親
睦
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
福
波
出

身
の
中
川
哲
男
事
務
局
長
を

中
心
に
三
ヶ
月
前
よ
り
準
備

が
さ
れ
、
二
百
人
余
り
の
参

加
者
を
集
め
ら
れ
、
一
方
温

泉
津
町
側
で
は
中
川
事
務
局

長
よ
り
命
を
受
け
た
井
田
の

石
川
健
造
さ
ん
（
瓦
運
送

業
）
が
町
内
を
か
け
め
ぐ
り
、

－２０－

�森　商工会長
あいさつ

会場風景�



森

会
長
率
い
る
石
見
神
楽

の
メ
ン
バ
ー
や
、
井
田
の
中

正
路
銭
太
鼓
同
好
会
の
方
々

の
参
加
を
中
心
に
町
内
の
有

志
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
参
加
費
や
バ
ス
代
金
は

参
加
者
負
担
と
い
う
事
で
人

集
め
に
は
苦
労
を
さ
れ
ま
し

た
が
、
会
場
で
は
石
見
神

楽
、
銭
太
鼓
と
ど
じ
ょ
う
す

く
い
、
傘
踊
り
な
ど
を
披
露

し
会
場
を
盛
り
あ
げ
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

会
を
お
世
話
さ
れ
た
松
内

会
長
や
中
川
事
務
局
長
を
中

心
と
し
た
み
な
さ
ん
、
温
泉

津
町
よ
り
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
御
苦
労

様
で
し
た
と
言
い
た
い
ほ

ど
、
す
ば
ら
し
い
会
で
あ
り

ま
し
た
。
な
つ
か
し
い
人
に

会
え
、
ふ
る
さ
と
の
話
を
し
、

又
合
う
事
を
約
束
し
て
の
散

会
で
し
た
。
来
年
は
関
東
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

－２１－

�親睦会に先立ち
難波先生の御講演

神楽上演�

�参加した中正路銭
太鼓同好会のメン
バー

最後の主催者側の�
あいさつ



－２２－

今
般
、
中
長
期
的
な
観
点

か
ら
の
医
療
保
険
制
度
及
び

老
人
保
健
制
度
の
安
定
的
運

営
を
目
的
と
し
た
「
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。

平
成
十
四
年
十
月
改
正
分

�
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
の
見
直
し

�
老
人
医
療
受
給
者
年
齢
の

引
上
げ

平
成
十
五
年
四
月
改
正
分

�
患
者
一
部
負
担
金
の
見
直

し
�
外
来
の
薬
剤
一
部
負
担
金

の
廃
止

�
資
格
喪
失
後
の
継
続
療
養

の
廃
止

�
政
府
管
掌
健
康
保
険
料
率

の
改
定

�
被
用
者
保
険
の
保
険
料
に

お
け
る
総
報
酬
制
の
導
入

�
標
準
報
酬
の
定
時
決
定
時

期
の
変
更

今
回
は
、
平
成
十
五
年
四

月
改
正
分
に
つ
い
て
、
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。

一
、
患
者
一
部
負
担
金
の
見

直
し
及
び
外
来
薬
剤
一
部

負
担
金
の
廃
止
に
つ
い
て

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
が
、
現
行
の
二
割
か
ら

三
割
負
担
（
七
十
歳
以
上
の

被
保
険
者
及
び
被
扶
養
者
、

三
歳
未
満
の
被
扶
養
者
を
除

く
）
と
な
り
、
各
保
険
者
間

の
給
付
割
合
が
統
一
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
外
来
の
薬
剤
一
部

負
担
金
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

改
正
後
の
一
部
負
担
金
割

合
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

二
、
資
格
喪
失
後
の
継
続
療

養
の
廃
止
に
つ
い
て

ひ
き
続
き
一
年
以
上
被
保

険
者
だ
っ
た
人
が
、
退
職
な

ど
で
被
保
険
者
の
資
格
を

失
っ
た
と
き
、
そ
の
本
人
や

被
扶
養
者
が
健
康
保
険
で
診

療
を
う
け
て
い
た
病
気
、
け

が
に
つ
い
て
は
、
初
診
の
日

か
ら
五
年
の
範
囲
内
で
ひ
き

続
き
療
養
の
給
付
（
二
割
の

一
部
負
担
金
）
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
、
改
正
に
と
も
な

い
、
一
部
負
担
金
が
三
割
に

統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

資
格
喪
失
後
の
継
続
療
養
が

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
は
五
十
五
歳

以
上
で
退
職
し
任
意
継
続
被

保
険
者
に
な
っ
た
場
合
、
原

則
二
年
の
期
間
が
、
希
望
に

よ
り
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で

延
長
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
加
入
期
間
が

最
長
二
年
間
と
な
り
ま
し

た
。

三
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
料

率
の
改
定
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
総

報
酬
制
（
後
述
四
参
照
）
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ

ま
す
。

四
、
被
用
者
保
険
の
保
険
料

に
お
け
る
総
報
酬
制
の
導

入
に
つ
い
て

現
在
の
保
険
料
は
毎
月
の

給
与
（
標
準
報
酬
月
額
）
に

賦
課
さ
れ
、
賞
与
（
ボ
ー
ナ

ス
等
）
か
ら
は
低
い
特
別
保

険
料
の
み
が
徴
収
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

平
成
十
五
年
四
月
か
ら

は
、
賞
与
等
に
つ
い
て
も
、

標
準
報
酬
月
額
と
同
じ
保
険

料
率
に
よ
る
保
険
料
を
負
担

し
ま
す
。

す
で
に
、
厚
生
年
金
保
険

に
つ
い
て
も
、
総
報
酬
制
導

入
が
き
ま
っ
て
お
り
、
健
康

保
険
と
同
時
に
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
賞
与

（
ボ
ー
ナ
ス
等
）
の
支
払
い

が
あ
っ
た
月
分
は
保
険
料
の

負
担
額
が
多
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
具
体

的
な
ケ
ー
ス
を
あ
げ
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

健健健健
康康康康
保保保保
険険険険
法法法法
のののの
改改改改
正正正正
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

改正後 

75歳以上 

70歳～74歳 

3歳～69歳 

3歳未満 

老人保健該当 
1割 又は 2割 

1割 又は 2割 

3割 

2割 

健康保険料率 

厚生年金保険料率 

1000 
85 

1000 
82 

1000 
173.5 

1000 
135.8 



－２３－

五
、
定
時
決
定
時
期
の
変
更

に
つ
い
て

被
保
険
者
が
実
際
に
う
け

る
報
酬
月
額
と
標
準
報
酬
月

額
が
大
き
く
ず
れ
な
い
よ
う

に
、
毎
年
一
回
、
標
準
報
酬

月
額
を
決
め
直
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
定
時
決
定
と
い

い
ま
す
。

事
業
主
は
、
毎
年
八
月
一

日
現
在
の
被
保
険
者
に
つ
い

て
「
算
定
基
礎
届
」
に
五

月
・
六
月
・
七
月
の
報
酬
月

額
を
記
入
し
、（
た
だ
し
、

支
払
基
礎
日
数
が
二
十
日
未

満
の
月
は
計
算
の
対
象
か
ら

除
き
ま
す
。）
八
月
一
日
か

ら
八
月
十
日
ま
で
に
保
険
者

に
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

保
険
者
は
、
こ
の
報
酬
月

額
を
も
と
に
、
そ
の
年
の
十

月
か
ら
翌
年
の
九
月
ま
で

（
ま
た
は
随
時
改
定
が
お
こ

な
わ
れ
る
ま
で
）
の
標
準
報

酬
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
給

与
の
変
動
が
四
月
に
多
い
こ

と
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
平
成

十
五
年
度
か
ら
定
時
決
定
の

算
定
対
象
月
を
一
カ
月
繰
り

上
げ
、
四
月
・
五
月
・
六
月

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
新
し
い
標

準
報
酬
は
そ
の
年
の
九
月
か

ら
翌
年
の
八
月
ま
で
（
ま
た

は
随
時
改
定
が
お
こ
な
わ
れ

る
ま
で
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
算
定
基
礎
届
け
の

提
出
期
限
も
七
月
一
日
か
ら

七
月
十
日
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以
上
、
健
康
保
険
法
の
改

正
を
ご
説
明
し
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
今
後
、
給
付
率

七
割
維
持
を
前
提
と
し
て
、

医
療
保
険
制
度
体
系
の
在
り

方
や
新
し
い
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
な
ど
の
課
題
が
検

討
さ
れ
、
医
療
保
険
制
度
の

改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
用
者
保
険
の
保

険
料
に
お
け
る
総
報
酬
制
の

導
入
に
と
も
な
い
、
賞
与
の

支
払
額
に
よ
っ
て
は
一
年
間

を
通
し
て
保
険
料
が
増
加
す

る
ケ
ー
ス
も
で
て
き
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、

会
社
の
負
担
す
る
保
険
料
に

ど
れ
位
影
響
が
で
る
か
ご
検

討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ

う
か
。

（
木
志
社
会
保
険
労
務
士
）

例えば… 
被保険者５人で、報酬月額の合計１００万円、賞与年間総額２５０万円を支給する事業所の 
場合（介護保険料、および児童手当拠出金は加算しておりません。） 

通
常
の
月
の 

保

険

料

額 

賞
与
に
対
す
る 

保

険

料

額 

現　　　在 健康保険 100万円× 85/1000 ＝ 85,000円 （被保険者と事業主で折半） 
厚生年金 100万円× 173.5/1000 ＝ 173,500円 （　　　　〃　　　　） 
合　　計   258,500円 

改　正　後 健康保険 100万円× 82/1000 ＝ 82,000円 （被保険者と事業主で折半） 
厚生年金 100万円× 135.8/1000 ＝ 135,800円 （　　　　〃　　　　） 
合　　計   217,800円 

現　　　在 健康保険 250万円× 8/1000 ＝ 20,000円 （うち被保険者３/１０００、事業主５/１０００） 
厚生年金 250万円× 10/1000 ＝ 25,000円 （被保険者と事業主で折半） 
合　　計   45,000円 

改　正　後 

（特別保険料） 

（特別保険料は廃止） 

健康保険 250万円× 82/1000 ＝ 205,000円 （被保険者と事業主で折半） 
厚生年金 250万円× 135.8/1000 ＝ 339,500円 （　　　　〃　　　　） 
合　　計   544,500円 

�通常の月の保険料減少額 
（２１７，８００円－２５８，５００円）×１２ヶ月＝△４８８，４００円 

�賞与に対する保険料増加額 
（５４４，５００円－４５，０００円）＝４９９，５００円 

�差引増加保険料 
△４８８，４００円＋４９９，５００円＝１１，１００円 



平
成
八
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
県
市
町
の
共
同
事
業
で
あ

る
石
見
銀
山
遺
跡
の
総
合
調

査
の
中
で
海
外
の
調
査
員
も

動
員
し
た
文
献
調
査
の
成
果

が
ま
と
ま
り
、
三
冊
の
報
告

書
が
で
き
ま
し
た
。

�「
石
見
銀
山
関
係
歴
史
年

表
」詳

細
な
史
料
検
討
に
基

づ
く
国
の
内
外
対
照
の
年

表
で
一
三
三
四
年
か
ら
一

七
一
〇
年
の
間
の
出
来
事

が
史
料
を
明
ら
か
に
し
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
二
説
が
あ
る
博

多
の
商
人
神
屋
寿
禎
の
石

見
銀
山
発
見
日
に
つ
い
て

は
一
五
二
六
年
（
大
永
六

年
）
三
月
二
十
三
日
は
清

水
寺
文
書
、
三
月
二
十
五

日
は
山
中
家
文
書
と
出
典

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

�「
石
見
銀
山
関
係
編
年
史

料
綱
目
」

石
見
銀
山
の
歴
史
を
考

え
る
上
で
重
要
な
史
料
を

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

中
国
、
韓
国
の
六
カ
国
を

中
心
に
史
料
調
査
し
、
そ

の
重
要
部
分
を
年
代
別
に

掲
載
し
た
も
の
で
銀
山
史

を
調
べ
る
上
で
の
根
本
史

料
に
な
る
も
の
で
す
。

先
ほ
ど
の
年
表
の
元
に

な
っ
た
文
献
の
重
要
な
部

分
を
活
字
に
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

海
外
の
文
献
で
は
日
本

に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た

ロ
ー
マ
イ
エ
ズ
ス
会
本
部

史
料
館
の
文
書
な
ど
こ
れ

ま
で
目
に
触
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
日
本
銀
の
国
際

貿
易
に
関
す
る
も
の
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

�「
石
見
銀
山
関
係
論
文
集
」

文
献
調
査
に
関
わ
っ
た

調
査
員
と
発
掘
調
査
関
係

者
に
よ
る
論
文
集
で
歴
史

文
献
調
査
団
の
団
長
で
国

の
文
化
審
議
会
委
員
で
も

あ
る
脇
田
晴
子
氏
（
滋
賀

県
立
大
学
教
授
）
の
「
石

見
銀
山
と
大
航
海
時
代
」

と
題
す
る
序
説
を
巻
頭
に

次
の
十
四
論
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

�
田
中
　
圭
一
／
原
田
洋

一
郎

－２４－

� � 

一
、
古
文
書
・
文
献
調
査
の
成
果
ま
と
ま
る

編
年
史
料
綱
目
の
例



「
石
見
銀
山
を
め
ぐ
る

人
々
」

�
佐
伯
　
徳
哉

「
石
見
銀
の
東
ア
ジ
ア

流
出
を
め
ぐ
る
戦
国
期

西
国
地
域
権
力
・
社

会
」

�
松
岡
　
美
幸

「
十
六
世
紀
末
期
に
お

け
る
毛
利
氏
の
石
見
銀

山
支
配
と
鉱
山
社
会
」

�
仲
野
　
義
父

「
江
戸
中
期
に
お
け
る

石
見
銀
山
の
経
営
」

�
大
國
　
晴
雄

「
石
見
銀
山
『
柵
内
』

の
復
原
」

�
鳥
谷
　
芳
雄

「
国
絵
図
の
中
の
石
見

銀
山
」

�
岩
屋
さ
お
り

「
近
代
の
石
見
銀
山
―

大
森
鉱
山
時
代
の
経

営
・
労
働
・
生
活
」

�
遠
藤
　
浩
巳

「
近
世
石
見
銀
山
の
鉱

山
技
術
―
文
献
資
料

の
分
析
を
中
心
に
」

－２５－

�
中
田
　
健
一

「
石
見
銀
山
遺
跡
に
お

け
る
精
錬
遺
構
」

�
目
次
　
謙
一

「
石
見
銀
山
遺
跡
の
出

土
無
文
銭
に
つ
い
て
」

�
大
西
　
信
行

「
十
六
世
紀
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
倭
銀
の
流
通

と
そ
の
条
件
」

�

新
平

「
十
六
・
十
七
世
紀
に

お
け
る
広
東
・
日
本
間

の
密
貿
易
と
銀
交
易
」

�
岡
　
美
穂
子

「
近
世
初
期
の
投
資
貿

易
に
関
す
る
一
考
察
―

二
代
目
末
次
平
蔵
の
投

資
・
融
資
法
」

�
ヨ
リ
ッ
セ
ン
・
エ
ン
ゲ

ル
ベ
ル
ト

「
巡
察
師
ア
レ
ッ
サ
ン

ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
（
一
五
三
九
―
一
六

〇
六
）
と
日
本
イ
エ
ズ

ス
会
の
貿
易
活
動
―
僅

か
な
ノ
ー
ト
か
ら
」

以
上
三
冊
共
に
市
立
図
書

館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
近
々
、
石
見
銀
山

の
第
一
の
史
料
と
も
い
う
べ

き
「
銀
山
旧
記
」
が
注
釈
入

り
で
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て

島
根
県
教
育
委
員
会
か
ら
刊

行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

石
造
物
調
査
も
「
銀
山
百

ケ
寺
」
の
解
明
に
あ
わ
せ
、

今
年
は
キ
リ
シ
タ
ン
墓
石
が

発
見
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
成

果
を
上
げ
な
が
ら
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。

石
見
銀
山
全
体
で
は
一
万

を
超
え
る
墓
石
が
あ
る
よ
う

で
、
人
口
の
多
さ
に
加
え
、

亡
く
な
っ
た
家
族
の
た
め
に

江
戸
時
代
以
前
か
ら
墓
石
を

設
け
る
と
い
う
豊
か
さ
も
併

せ
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
、
石
造
物
／
墓
石
の
調
査



石
見
銀
山
の
鉱
業
技
術
を

考
え
る
上
で
画
期
的
な
「
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

遺
跡
の
発
掘
請
査
と
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
自
然

科
学
的
調
査
の
大
き
な
成
果

と
い
え
ま
す
。

－２６－

三
、
科
学
調
査
に
よ
る
銀
精
錬
工
程

最新技術で分析 
銀の製錬工程を図化 

鉱　床 
鉱　石 

細かい 
鉱　石 

ズリ・ゆりかす 

鉛銀の 
合　金 

カラミ 

　銀 
灰吹銀 

酸化鉛 

〔製錬工程のフローチャート図〕 

キ
リ
シ
タ
ン
墓
石
（
中
央
の
凸
部
に
十
字
が
刻
ん
で
あ
り
ま
す
）



自
然
物
か
ら
金
属
を
取
り

出
す
こ
と
を
「
せ
い
れ
ん
」

と
言
い
、「
製
錬
」「
精
錬
」

と
二
通
り
に
表
現
さ
れ
ま

す
。一

般
に
「
製
錬
」
の
字
を

当
て
る
と
き
は
、
鉱
石
な
ど

か
ら
目
的
と
す
る
金
属
を
取

り
出
す
意
味
の
全
て
を
指
し

ま
す
。

ま
た
、
同
じ
字
を
書
い
て

「
狭
義
の
製
錬
」
と
呼
ば
れ

る
「
製
錬
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
鉱
石
を
溶
か
し
て
、

中
間
生
成
物
を
作
る
こ
と
を

指
し
ま
す
。

一
方
、「
精
錬
」
と
は
、

「
狭
義
の
製
錬
」
で
で
き
た

中
間
生
成
物
か
ら
不
純
物
を

取
り
去
る
意
味
で
用
い
ら
れ

ま
す
。

今
回
提
示
さ
れ
た
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
は
、
石
見
銀
山
に

お
け
る
「
狭
義
の
製
錬
」
か

ら
「
精
錬
」
の
流
れ
と
、
不

要
な
石
の
部
分
を
取
り
除
く

「
選
鉱
」
を
含
め
て
図
に
し

た
も
の
で
す
。

鉱
山
や
炭
坑
製
鉄
所
な
ど

の
産
業
遺
跡
の
登
録
が
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

－２７－

三
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

鉱
山
遺
跡
と
鉱
山
都
市

銀の製錬工房が１棟まとまって出土した宮ノ前地区（平成１４年１０月）

名 称 ／ 概 要 所　在　国 登録年

１．ヴィエリチカ岩塩坑／岩塩鉱山 ポーランド １９７８年

２．レーロースの旧鉱山町／銅鉱山 ノルウェー １９８０年

３．ポトシ／銀鉱山 ボリビア １９８７年

４．古都グアナフアトと近隣の鉱山群／銀鉱山 メキシコ １９８８年

５．ランメルスベルク鉱山と古都ゴスラー／銀鉱山 ドイツ １９９２年

６．サカテカス歴史地区／銀鉱山隣接の町 メキシコ １９９３年

７．ラス・メドウラス／金鉱山の廃坑 スペイン １９９７年

８．ファールン／銅鉱山 スウェーデン ２００２年

９．ゴイアス歴史地区／植民・鉱山都市 ブラジル連邦共和国 ２００２年

関連する世界遺産（鉱山等）



去
る
十
一
月
二
十
二
日
、

静
岡
市
の
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静

岡
に
於
い
て
、
法
人
会
全
国

青
年
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
の
ま
ん
な
か
、
富
士

の
麓
で
考
え
よ
う
。

日
本
の
ま
ん
な
か
静
岡
か

ら
全
国
の
メ
ン
バ
ー
に
向
け

て
「T

H
E
O
R
IG
IN

・
変

革
の
源
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
部

会
長
サ
ミ
ッ

ト
、
大
会
式

典
、
分
科
会

が
行
わ
れ
、

石
見
大
田
法

人
会
青
年
部

会
よ
り
三
名

が
参
加
し
全

国
の
会
員
と

共
に
研
鑽
と

親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

当
日
九
時

三
十
分
よ
り
、「
原
点
に
返

り
、
考
え
よ
う
。
〜
個
人
・

企
業
・
社
会
・
そ
れ
ぞ
れ
の

税
と
の
関
わ
り
合
い
〜
」
を

テ
ー
マ
に
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
基
調

講
演
が
あ
り
、
財
務
省
主
税

局
総
務
課
企
画
官
西
田
安
範

氏
に
よ
り
「
わ
が
国
の
税
制

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

仔
細
な
資
料
に
基
づ
き
大
変

詳
し
く
御
示
唆
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
三
つ
の
サ
ブ

テ
ー
マ
に
基
づ
き
テ
ー
ブ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
始
め
て
導
入
さ
れ

た
、
ト
ー
タ
ラ
イ
ザ
ー
を
使

用
し
所
定
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
質
問
に
対
し
全
国
よ
り
参

加
し
た
四
百
名
余
り
の
答
え

を
瞬
時
に
集
計
表
示
し
、
意

見
の
集
約
が
簡
素
化
さ
れ
全

体
の
意
向
が
瞬
時
に
反
映
さ

れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
会
式
典
が
行

わ
れ
、
次
回
開
催
地
、
鹿
児

島
が
発
表
さ
れ
、
次
々
回
開

催
予
定
の
鳥
取
県
の
会
員

は
、
鹿
児
島
の
Ｐ
Ｒ
を
注
視

し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
分
科
会
が
あ

り
、
第
一
分
科
会
は
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
コ
ー

チ
山
本
昌
邦
氏
、
第
二
分
科

会
は
福
井
県
立
大
学
地
域
経

済
研
究
所
教
授
坂
本
光
司

氏
、
第
三
分
科
会
は
美
術
家

で
柳
澤
伯
夫
元
金
融
担
当
大

臣
婦
人
柳
澤
紀
子
氏
の
三
氏

に
よ
り
後
援
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

－２８－

第
１６
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

静
岡
大
会

青
年
部
だ
よ
り



－２９－

第
三
十
五
回
会
員
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
が
十
一
月
二
日
�

大
社
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

於
い
て
参
加
者
五
十
二
名
、

十
四
組
に
て
開
催
を
致
し
ま

し
た
。

時
計
台
の
下
に
て
的
場
会

長
の
挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
の

後
、
美
久
我
、
国
引
両
コ
ー

ス
各
に
て
的
場
会
長
、
商
工

会
議
所
寺
戸
会
頭
の
始
球
式

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。ス

タ
ー
ト
時
に
は
風
が
強

く
雨
が
降
る
と
い
う
悪
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
好
プ

レ
ー
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、

珍
プ
レ
ー
、
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、

笑
顔
や
ら
苦
渋
の
顔
が
続
出

し
ま
し
た
。
後
半
に
入
る
と

雨
も
止
み
、
風
も
お
さ
ま
り

法
人
会
な
ら
で
は
の
雰
囲
気

で
異
業
種
交
流
、
ま
た
老
・

壮
・
青
の
歓
談
の
場
と
し
て

の
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

の
、
一
日
で
し
た
。

競
技
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
二

階
に
お
い
て
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
当
日
の
成
績
を
見
せ

合
い
満
足
や
ら
反
省
や
ら
と

楽
し
い
談
笑
の
内
で
の
成
績

発
表
、
続
い
て
的
場
会
長
の

挨
拶
で
表
彰
式
が
始
ま
っ

た
。

そ
の
他
、
飛
賞
、
年
次

賞
、
Ｄ
Ｃ
賞
、
Ｄ
Ｔ
賞
、
Ｎ

Ｐ
賞
な
ど
沢
山
の
賞
品
と
共

に
、
参
加
者
全
員
に
手
打
ち

そ
ば
も
渡
さ
れ
、
全
員
和
や

か
な
内
に
も
、
来
春
の
大
会

に
は
不
景
気
を
吹
き
飛
ば

し
、
盛
大
な
大
会
に
な
り
ま

す
事
を
希
望
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

優
　
勝
　
黒
田
　
　
勲

準
優
勝
　
柳
楽
　
幸
男

三
　
位
　
大
畑
　
実
成

四
　
位
　
的
場
　
章
好

五
　
位
　
秦
野
　
　
修

Ｂ
　
Ｇ
　
永
野
　
祥
次

Ｂ
　
Ｂ
　
大
草
　
源
司

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人
会
主
催

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第35回 第35回 優
勝
　
黒

田

勲
氏

（
�
リ
フ
ォ
ー
ム
興
産
）

表
　
彰
　
式

今
回
二
回
目
の
参
加
で
優

勝
は
、
出
来
過
ぎ
と
思
い
ま

す
。
平
素
一
〇
〇
前
後
の
ス

コ
ア
で
歩
い
て
い
る
の
が
、

当
日
は
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に

恵
ま
れ
、
そ
し
て
い
つ
も
は

ラ
ウ
ン
ド
で
Ｏ
Ｂ
が
五
発
程

度
は
出
る
も
の
が
、
一
発
も

出
ず
そ
れ
だ
け
ス
コ
ア
が
よ

く
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

私
も
ゴ
ル
フ
歴
は
長
い
の

で
す
が
、
最
近
は
年
間
十
回

程
度
の
プ
レ
ー
し
か
や
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
契

機
に
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
先
輩
方
、
何
か
と
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
す
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
勝
の
喜
び

黒
田
　
勲
氏



－３０－

�
父
の
経
営
す
る
会
社
の
後

継
者
に
な
る
べ
く
入
社
し

ま
し
た
。

�
石
見
銀
山
を
世
界
遺
産
に

登
録
し
よ
う
と
努
力
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
大
田
市

の
目
玉
と
な
る
も
の
を
生

み
出
せ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

�
科
学
で
は
証
明
で
き
な
い

不
思
議
な
物
、
力
に
つ
い

て
。

�
フ
ィ
ギ
ュ
ア
集
め
。

�
両
親
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
先
輩
方
、
ラ
ン
バ
・

ラ
ル
氏
。

�
明
る
い
性
格
で
す
。

�
小
規
模
な
会
社
で
す
が
、

人
生
の
最
後
を
飾
る
御
葬

儀
の
お
手
伝
い
を
、
真
心

込
め
て
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
進
行
も
手
掛

け
て
い
ま
す
。
非
常
に
や

り
が
い
の
あ
る
会
社
で

す
。

�
地
元
で
就
職
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
し
、
ま
た

高
校
で
勉
強
し
た
こ
と
も

生
か
し
た
い
と
思
い
入
社

を
希
望
し
ま
し
た
。

�
石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
の

候
補
に
あ
が
っ
て
い
る
。

観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
観
光
に
力
を
入
れ

た
ら
い
い
と
思
う
。

�
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事
件

が
判
明
し
た
の
で
、
日
本

と
北
朝
鮮
の
国
交
正
常
化

交
渉
に
注
目
し
て
い
る
。

�
音
楽
鑑
賞
（
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ

Ｐ
）

�
両
親

�
性
格
的
に
は
粘
り
強
く
負

け
ず
嫌
い
で
す
。

�
漏
れ
な
い
・
ず
れ
な
い
・

動
か
な
い
　
ウ
ル
ト
ラ
３

Ｓ
瓦
ス
ー
パ
ー
が
有
名

で
、
日
本
一
の
瓦
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�
高
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
生
か
し
、
仕
事
に
役
立

て
た
い
と
思
い
、
入
社
を

希
望
致
し
ま
し
た
。

�
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

等
、
地
域
の
行
事
を
増
や

し
て
み
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

�
セ
リ
エ
Ａ
（
イ
タ
リ
ア
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
）

�
音
楽
鑑
賞

�
両
親

�
高
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
同
好

会
を
作
っ
た
く
ら
い
サ
ッ

カ
ー
好
き
で
す
。

�
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
外
の
事
も
学
べ
、
こ

の
先
の
社
会
勉
強
に
も
な

る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。

�
高
校
で
勉
強
し
て
き
た
こ

と
を
少
し
で
も
生
か
せ
る

仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
入
社
を
希
望

し
ま
し
た
。

�
大
田
市
の
自
然
、
文
化
、

歴
史
を
う
ま
く
活
用
し
た

観
光
施
設
を
つ
く
っ
て
み

た
ら
い
い
と
思
う
。

�
北
朝
鮮
の
こ
と

�
野
球

�
両
親

�
物
静
か
で
あ
ま
り
目
立
た

な
い
性
格
の
僕
で
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

�
い
ろ
い
ろ
な
感
性
を
持
っ

た
方
が
多
く
、
と
て
も
勉

強
に
な
る
い
い
会
社
だ
と

思
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
動
機
で
入
社
さ
れ
ま
し
た
か
。

�
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
御
意
見
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

�
あ
な
た
が
最
近
、
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

�
あ
な
た
の
趣
味
は
何
で
す
か
。

�
あ
な
た
の
尊
敬
す
る
人
物
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

�
あ
な
た
の
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

�
あ
な
た
の
会
社
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

わ
が
社
の
ホ
ー
プ

有限会社 山陰総合企画
勝 部 領 介

株式会社 シバオ
村 上 浩

�中央計算センター
政 木 亮

�中央計算センター
森 井 大 輔
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師
走
に
入
り
何
か
と
お
忙

し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

私
儀
、
こ
の
八
月
末
日
を

も
っ
て
法
人
会
事
務
局
長
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
よ
り
本
年

ま
で
約
三
十
年
大
過
な
く
、

お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
も
歴
代
会
長
以
下

役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
厚

情
の
賜
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

経
済
情
勢
の
厳
し
い
今
日

会
員
企
業
の
益
々
の
ご
繁
栄

と
各
位
の
ご
健
祥
を
お
祈
り

し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
は
文
化
祭
で
大
田
広

域
市
と
の
日
韓
美
術
交
流
展

が
、
当
地
の
大
田
市
で
開
催

さ
れ
た
。
毎
年
大
田
市
の
姉

妹
都
市
で
あ
る
大
田
広
域
市

と
交
互
に
展
示
し
て
い
る
。

現
在
大
田
広
域
市
は
人
口

百
五
十
万
人
、
ハ
イ
テ
ク
産

業
・
同
研
究
施
設
の
韓
国
に

於
け
る
中
心
都
市
で
あ
り
、

又
、
儒
城
温
泉
な
ど
あ
り
、

観
光
都
市
と
し
て
も
著
名
で

あ
る
。

十
五
年
前
姉
妹
結
縁
を
し

た
当
時
は
、
当
方
人
口
は
四

万
人
、
先
方
は
八
十
五
万
人

で
あ
っ
た
が
、
両
市
の
予
算

を
比
べ
る
と
驚
く
こ
と
に
当

大
田
市
の
方
が
多
額
で
あ

り
、
今
日
の
状
況
か
ら
み
て

正
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

両
市
に
と
っ
て
初
め
て
の

姉
妹
縁
組
で
あ
っ
た
こ
と
も

判
り
、
懇
親
会
の
席
上
で
永

遠
の
「
エ
ニ
シ
」

を
誓
い
合
っ
た

次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

市
町
村
合
併
も

当
法
人
会
の
管

轄
区
域
と
同
一

の
圏
域
で
進
ん

で
お
る
よ
う
で

特
別
の
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
「
天
領
」

発
刊
以
来
編
集

の
要
に
居
ら
れ

た
、
大
田
商
工

会
議
所
の
勝
部

哲
男
局
長
の
ご

退
任
に
伴
い
、

後
任
の
柳
沢
局
長
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勝
部
氏
の
永
年
の
御
貢
献

に
、
満
腔
の
謝
意
を
表
す
る

と
共
に
、
今
後
の
御
支
援
、

御
鞭
撻
を
期
待
申
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

か
ね
が
ね
申
し
上
げ
る
こ

と
で
す
が
、
兎
角
編
集
事
務

に
馴
れ
る
に
伴
い
、
内
容
の

マ
ン
ネ
リ
化
を
招
き
が
ち
で

す
か
ら
、
広
報
委
員
の
ご
配

慮
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

当
四
十
四
号
の
編
集
に
御

尽
力
戴
い
た
皆
様
に
、
感
謝

を
申
上
げ
ま
し
て
編
集
後
記

と
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
部
　
渡
辺
）

編
集
後
記

１図
黒１の置きが急所です

２図
黒３のハイよし

5

13

2

4

1

3

2

問
題
は
七
頁

議論白熱の編集会議

退
任
の
ご
挨
拶
　
勝

部

哲

男
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